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Mishel と Shoda、Cervone らを中心とした研究です
(Cervone & Mischel, 2002; Cervone & Shoda, 1999; 
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Figure 1 行動指紋の考え方 













面があることも指摘されています。1 つは Hedonic な側



















Figure 2 QOL 分析のレベル 
(Kahnemann, Diener, & Schwarz, 1999) 
 























に整理した研究、Diener ら(Diener, 1984; Diener, 
 














































これは Ryff や Keyes たちの提唱による MIDUS: 
Midlife in US という大がかりな研究の中で、主観的充実
感を 3 つの側面から考えようという提案がなされています
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Figure 1 ラザラスらの心理学的ストレス・モデルの概要  
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Figure 2 脆弱性とストレスとの関係(昆, 1998 より) 
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では 3 つの場所で影響を与えると考えられます。 



















Figure 3 心理学的ストレスモデルにおけるソーシャルスキルの位置づけ 
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R 2 =.25 R 2 =.04
R 2 =.69
R 2 =.10
注）数値はβ係数，R 2  は決定係数．***p<.001, **p<.01
 




















Figure 5 ソーシャルスキルのストレス低減効果2(田中, 2006)
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Table 2 PsycINFO での検索結果 
過去10 年(1998 年8 月～2008 年7 月) 
査読付きジャーナルのみで検索 
social skills  
social skills & health 
social skills & well-being: 
social skills & psychological well-being 
(psychological health) 



















この PsycINFO での検索の過程で、2007 年に発表さ
れた Segrin & Taylor の論文をみつけました。私は
Segrin の追っかけをやっているわけではないのですが、
また Segrin です。このタイトルをみると「Positive 




SSI を使っています。Positive relationship with 
othersは、先ほどの堀毛先生のご発表の中にも出てきた
Ryff(1989)という人の尺度です。そして、Psychological 
well-being は、①Life satisfaction、②Environmental 
mastery、③Self-efficacy、④Hope、⑤Happiness in 





318 名、女性 385 名です。分析の結果、ソーシャルスキ
ルはPsychological well-beingをよく規定していました。











































Figure 6 ソーシャルスキルを発揮すべき対象とスキルの内容 
 







SST は、認知、感情、行動の 3 側面に対して行われ、そ
の結果として well-being が高まるプログラム開発が行わ
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関係性の程度に影響するのがソーシャルスキルの程度です。これは先の Segrin & Taylor (2007)の研究と同じ流れです。
ソーシャルスキルはwell-beingにストレートに影響するのではなく、人間同士の関係性やソーシャルサポートなどのワンクッ
ションがあって影響するのではないかと思っております。 























































































































と思います。私たちは事故から 4 年後と 8 年半後に調査
を行ったわけですけれども、いずれの調査にも













































































































































































































者も い ま す (Hobfoll, Hall, Canetti-Nisim, Galea, 






それからもう 1 つ、遺族の well-being を考えるときに、
「自分たちが社会から認識・理解されていると考えること
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せんので、どのような性格の人が成長するかということはわかりません。一方、IES や GHQ の得点と事故後の否定的変
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Table 1 話題提供の先生方の発表(まとめ) 
堀毛先生 相川先生 安藤先生 変

















































































well-being に関する文献が、特に 1999 年、あるいは
2000 年あたりから急激に増えているなということがわかる
と思います。1998 年に APA の講演で Seligman がポジ
ティブ心理学ということを提唱したのですが、もちろんこ
の影響かどうかは私にはわかりませんが、2000 年ぐらい






じように PsycINFO で調べてみました。これは、2007 年
のデータを使いました。2007 年は well-being というキー
ワードでヒットする文献数が 838 件あるのですが、このう
ち health という言葉と同時に用いられているのがやはり





































































































中で group well-being ということを述べています。

































それともう 1 つ、これは 2008 年の論文なのですが、



























































'91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07年代
psychological health
well-being
Journal of Happiness 
Studies （2000年刊行）





























先ほど紹介させていただきました group well-being とい
うことを考えるためには、なおさら、そのあたりのことをよ
く考えなければならないのではと思っております。 












Peterson, C., Park, N., & Sweeney, P. J. (2008). Group 
well-being: Morale from a positive psychology 
perspective. Applied Psychology: An International 








































































satisfaction 、 ② Environmental mastery 、 ③
Self-efficacy 、 ④ Hope 、 ⑤ Happiness in life 、 ⑥
Quality of life) を 規 定 し て い る 。 2)Positive 
relationship with others が両者を媒介している





































































































ないと思います(堀毛, 2007, 2008a, b; 島井,2006; 菅, 




































































well-being を 2 つの側面―身体的、精神的快楽が存在
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は、社会的スキル・トレーニング(相川, 2000; 大坊, 




























































































年に調査したところ(158 名: 男 75 名、女 83 名、平均年
齢 19.1 ± 0.9 歳)、大事なものとして、親、親友が 1、2
位であったことにもこのことがうかがわれます(Figure 1、 
1～5 点; 親、お守り、占いについては、女 > 男、 p 




















Figure 3 は、回答者の私的自己意識得点を 3 群に分
割し、携帯電話を大事なものとした平均得点を比較した
ものです。男女ともに、私的自己意識得点が低いほど、 
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Figure 1 大学生にとっての大事なものとはなにか(男75 名、女83 名、2008 年実施) 
 














































































しての携帯電話― 私的自己意識 p < .01 (男女とも) 
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註: Bhutan Development Index で数値化が進められて






幸福感との相関係数は.82 との報告もあります(Diener & 















度とには相関関係がないこと(.12 から.17 程度; Diener, 







報告されています(Diener & Oishi, 2000)。 
その社会の文化的規範は、ある程度の生活のモデル
を 形 成 す る で あ ろ う 。 Suh, Diener, Oishi, & 















足度と強く結びついていますが( β 係数; 感情.342、規
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引用文献 程度に生活満足度を予測していることが示されています
( β 係数; 感情 .556、規範 .161、R 2 = .372, p < .001)。
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The role and task of social psychology in the fulfillment of well-being 
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People long to belong to a rich and stable society in order to attain well-being. They desire to satisfy themselves 
and seek their purposes in life, and always enhance their well-being. While a sense of values is influenced by the 
times in which one lives, each individual decides for themselves what is important in their life. The social desires of 
the individual are obviously affected by the social system. In late modern society, the conveniences of life and material 
wealth have hardly been a relative priority. As a result, the possibilities for thought and making choices in one’s life 
have expanded. However, such opportunities have not increased the quality of life. As the field of psychology 
developed, its research methods were also more refined, and led to a diversification of the issues being studied and 
object handled. Therefore, many people cannot easily explain the entire domain of psychology. The yearning for 
individual happiness and the pursuit of happiness at a stage in life have grown more diverse. Psychological health 
and well-being are the focus of the main thesis in this discussion. After we reviewed the study trends, the adaptive 
relationships between subjective well-being and social factors are discussed in view of social psychology. In particular, 
the research explores personal factors in relation to the social context, practical research related to increasing 
psychological health and well-being, and the meaning of growth from negative experiences. 
 
Keywords: subjective well-being, psychological health, posttraumatic growth, individual difference, stress, social 
skills. 
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